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　「シーピープラス2017（CP+2017）」
が、2月23日から26日まで横浜市のパ
シフィコ横浜で開催された。主催したカメ
ラ映像機器工業会の発表によれば、出展者
は121社・団体で、来場者は66,665人
に達したという。この「カメラと写真映像
のワールドプレミアショー」については、
すでに本誌3月号、4月号で触れられてい
るが、本稿では少々観点を変えてレポート
を試みることにしたい。

　まず、メーン会場では、プロ用の高級カ
メラから手軽に映像を撮影できるアクショ
ンカメラまで、多種多彩な製品の展示とデ
モが行われていた。今回、アクションカメ
ラを出展して競っていたのは、ニコン、リ
コー、カシオの3社だ。
　 ニ コ ン は、「Key Mission 360」「 同
170」「同80」と名付けた3種のアクシ
ョンカメラの特別コーナーを設けて注目を
集めた。「360」は、その名称の通り水平
垂直360度にわたって4Kビデオ（24p）
や写真の撮影を実現する。ブースでは、こ
のカメラを使って実際に撮影したスカイダ
イビング、カヌー、ロッククライミングな
どの映像を再生して見せ、来場者の興味を
誘っていた。「アドベンチャーの大迫力を描
き出す」を謳った「170」は、4K (30p) 
対応の超広角170度ムービーを記録でき
る。「80」は、広角80度 25mm相当の

カメラであるが、タフボデイ（防水、防塵、
耐衝撃性能）を誇っている。

　リコーは、昨年に引き続いて、ワンシ
ョットで360度ライブビュー撮影ができ
る「シータ（Theta）」の売込みを熱心に行
っていた。2種類そろえており、スタンダ
ードモデルの「シータ SC」は、フルHD 
30pで最長5分、ハイスペックモデルの「シ
ータS」は、フルHD 30pで最長25分の
動画撮影ができる。メモリーの容量と出力
画素については、8GB、1400万相当と説
明していた。また、ブースには、撮影した
映像を「Stealth VR」ビューワーで試遊す
るコーナーが設けられており、希望者が列
を作っていた。

　カシオは、2種のアウトドアレコーダ
ー「EX-FR200」「EX-FR110H」と 2種
のアクティブセルフィー「EX-FR100L」
「EX-FR100」を出展した。「FR200」は、
円周魚眼13.4mmレンズを搭載しており、
空間を4Kムービーで丸ごと記録できる全
天周モデルである。この展示コーナーでは、
「さあ、遊びまくれ」を旗印に掲げて、トレ
ッキング、スノーボード、カヌー、スノー
ケリングなどの実写映像が披露されていた。
間もなく発売予定という「FR-100L」は、
超広角16mmレンズを搭載し、自分スタ
イルの撮り方がいろいろできるという。ブ

ースでは、脚を画面のガイドに合わせて撮
影するだけで、立ち姿でも座り姿でも、フ
ァッションモデルのような美脚写真を簡単
に撮るデモが行われており、若い女性たち
の人気の的になっていた。ブースのカメラ
マンは、「レンズ効果で、上から撮ることで
小顔美人に仕上げることも可能」と語って
いた。

　次いで、プロ用のカメラの最高峰とし
て紹介されたのは、キヤノンの「Cinema 
EOS System 8K」の試作機であった。説
明員によれば、「スーパー35mm相当サイ
ズのCMOSセンサーを搭載しHDRに対応
している。EFシネマレンズを使用できる設
計になっているのも特色」とのことであっ
た。この8Kカメラに関連して、同社のブ
ースでは、8K 30インチHDRモニターの
試作機2台による再生デモも行われており
専門家の耳目を集めていた。その内の1台
で再生されたのは、既述の8Kカメラの試
作機ですでに撮影された映像であった。発
売の見通しを説明員に聞いてみたが、カメ
ラについてもモニターについても明確な回
答が得られなかった。製品としては完成し
ているようであったが、まだ8Kのマーケ
ットが拡大していないのが課題と思われた。
8Kは別格として、今回、キヤノンのブー
スで目を引いたのは、今年4月上旬に発売
するという高性能ミラーレスカメラ「EOS 
M6」である。「EOS M3」の後継機という
位置づけで、画像エンジン「DIGIC 7」を
搭載し、AF固定連続撮影速度を最高4.2
コマ /秒から9コマ /秒に高速化してい
る。また、着脱可能な電子ビューファイダ
―「EVF-DC2」（236 万ドット有機 EL
パネル仕様）を、シーンによって外付けし
て使用することができる。ブースの説明員
は、「画像エンジンの性能アップの他に、独
自の高速・高精度デュアルピクセルCMOS 
AFを搭載しているのと、常用最高感度を
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写真1　 ニコンは、「Key Mission 360」「同170」「同
80」と名付けた3種のアクションカメラの特別コーナーを
設けて注目を集めた。

写真 2 　リコーは、昨年に引き続いて、ワンショットで
360度ライブビュー撮影ができる「シータ（Theta）」の売
込みを熱心に行っていた。
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ISO12800から25600に向上させてい
るのがM6の特色」と語っていた。なお、
今年、この「EOS M6」は、レンズ交換式
カメラ部門のグランプリに輝いた。

　パナソニックは、間もなく発売を控えた
ハイエンド・ハイブリッド・ミラーレス一
眼カメラ「LUMIX GH5」を前面に押し出
し、「世界初の4K/60p動画記録を実現し
た。4:2:2 10bit 4K/30p動画記録も対応
する」とPRに余念がなかった。技術的な
面では、アップデートしたライブMOSセ
ンサー、ヴィーナスエンジン、DFDテク
ノロジーによる高速AFなどを挙げていた。
発売の時期を聞いてみたら「3月23日の
予定」と答えていた。
　ソニーは、「α7 RⅡ」「α7SⅡ」「α7Ⅱ」
をブースの前面に並べて来場者の注目を集
めた。「α7SⅡ」については、昨年12月
に国産H-2Aロケットで種子島宇宙センタ
ーから打ち上げられた「コウノトリ6号」
で国際宇宙ステーションに運ばれ、現在、
宇宙からの撮影に使われているとPRして
いた。これを裏付けるために、ブースには
宇宙仕様の実機が展示され、多くの来場者
が足を止めて見入る姿が見られた。
　富士フィルムは、「CP+」終了直後の
2月28日に発売開始となるミラーレス
カメラ「GFX 50S」の熱心な売り込み
を行っていた。Xシリーズの最上位機種
で、Gフォーマットイメージセンサーを
搭載している。レンズに関しては、搭載可
能 な「GF63mm F2.8 R WR」「GF32-
64mmF4 R LM WR」「GF120mm F4 
LM OIS WR Macro」の3本を紹介した。
　オリンパスは、昨年末に発売した「OM-D 
E-M1 MarkⅡ」の売込みに余念がなかった。
ブースの説明員は、「特色は、121点オー
ルクロス像面位相差AFシステムと高い追
従性」と説明していた。つまり、不規則な
動きをする被写体を一層的確に捉えること

ができる性能を意味している。

　さらに、メーン展示会場に加えて、今回は、
パシフィコ横浜会議室センターを使って「プ
ロ向け動画エリア」が特設されていた。
　このエリアの変わり種は、写真・映像撮
影用レンタルスタジオを経営しているとい
うスタジオエビスのブースであった。同社
の他にフロンティアファクトリーとよしみ
カメラが詰めていて、フロンティアファク
トリーは、アメリカの360 Fly 社の360
度 VR 対応アクションカメラ「360fl y 
4K」を紹介した。水平 360 度 x 垂直
240度の超ワイドアングルレンズを一つだ
け搭載した非常にシンプルな球体カメラ（直
径61mm、重量172g）である。一方の
よしみカメラは、360度ビデオ撮影システ
ム「iZugra Z4XL」を披露して注目を集め
た。
　キヤノンは、「C700」をメーンにして
売り込みを行った。4K 60p 内部記録、
4K 120p RAW出力を実現するCINEMA 
EOSカメラのフラッグシップモデルであ
る。EFマウントモデルは、昨年末に発売を
開始しており、GS PLマウントモデルにつ
いては発売日が未定という。
　ソニーは、今年1月に発売したばかり
のXDCAMメモリーカムコーダー「PXW-
FS7」と「PXW-FS5」を目玉にしていた。
「FS7」 は、4K Super 35mm Exmor 単
板CMOSイメージセンサーと電子式可変

NDフィルターを搭載している。同社が開
発した革新のデバイスという可変NDフィ
ルターは、レンズ絞り固定で電子制御によ
り1/4から1/128NDまでシームレスに
濃度変更を実現する。
　パナソニックは、小型・軽量・フリース
タイル運用に加えて、IPネットワーク連携
に対応する「POVCAM」を出展して意表
を突いた。メモリーカード・ポータブルレ
コーダー「AG-UMR20」に専用のコンパ
クトカメラヘッド「AG-UCK20」を併用
してシステムを組むという前提での説明で
あった。特色としては、「IPコントロール
＆ IPストリーミング」による高い運用性と
4K 30p映像制作に対応している点が挙げ
られる。
　ブラックマジックデザインは、同社の
URSA Mini 4.6KカメラをFreefl y社製の
ジンバルに搭載して出展して来場者の目を
引いた。
　REDカメラの取り扱いで知られている
RAIDもブースを構えており、今回新製品
の「RED Weapon 8K S35」を出展して
いるだろうと期待して覗き込んでみたが、
残念ながら持ち込んでおらず、代わりに
「SCARLET-W 5K」のモノクロ版を披露し
て意表を突いていた。

写真 3 　ソニーは、昨年12月に国産H-2Aロケットで国
際宇宙ステーションに運ばれ、現在、撮影に使われている
という「α7SⅡ」の宇宙版カメラを展示して来場者の耳目
を集めた。

写真 4　フロンティアファクトリーは、珍しいアメリカの
360Fly 社の 360度 VR 対応アクションカメラ「360fl y 
4K」を紹介した。
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板CMOSイメージセンサーと電子式可変

NDフィルターを搭載している。同社が開
発した革新のデバイスという可変NDフィ
ルターは、レンズ絞り固定で電子制御によ
り1/4から1/128NDまでシームレスに
濃度変更を実現する。
　パナソニックは、小型・軽量・フリース
タイル運用に加えて、IPネットワーク連携
に対応する「POVCAM」を出展して意表
を突いた。メモリーカード・ポータブルレ
コーダー「AG-UMR20」に専用のコンパ
クトカメラヘッド「AG-UCK20」を併用
してシステムを組むという前提での説明で
あった。特色としては、「IPコントロール
＆ IPストリーミング」による高い運用性と
4K 30p映像制作に対応している点が挙げ
られる。
　ブラックマジックデザインは、同社の
URSA Mini 4.6KカメラをFreefl y社製の
ジンバルに搭載して出展して来場者の目を
引いた。
　REDカメラの取り扱いで知られている
RAIDもブースを構えており、今回新製品
の「RED Weapon 8K S35」を出展して
いるだろうと期待して覗き込んでみたが、
残念ながら持ち込んでおらず、代わりに
「SCARLET-W 5K」のモノクロ版を披露し
て意表を突いていた。

写真 3 　ソニーは、昨年12月に国産H-2Aロケットで国
際宇宙ステーションに運ばれ、現在、撮影に使われている
という「α7SⅡ」の宇宙版カメラを展示して来場者の耳目
を集めた。

写真 4　フロンティアファクトリーは、珍しいアメリカの
360Fly 社の 360度 VR 対応アクションカメラ「360fl y 
4K」を紹介した。


